
ここが危険 ❶

盛り土を置く候補地が崖の上

ここが危険 ❷

盛り土の中の毒が溶け出す

ここが危険 ❸

誰も責任を取らない

トンネル掘削の盛り土を置く候補地は、朝里ダムからわずか７００メートル隣接した 通称石切山にある民間の土地です。
盛り土の量は５階建４０戸の市営住宅に例えると約６３棟にも及びます！
盛り土の設置場所は北海道が地滑り地帯と認定している崖地の上で、朝里ダムより２００メートルも高い所にあり
崩落すると大変危険な地域。その様な大量の盛り土を置けば災害の恐れもあり、熱海の土石流災害も他人事ではありません。
（熱海の土石流の大半が盛り土であることが確認されています）

土壌汚染は製造や廃棄物など人為的な原因だけでなく、自然由来にも存在します。
鉛やヒ素・カドミウムといった種類の重金属は、空気に触れたり水に溶け出すことで毒性の高い有害物質に変わります。
盛り土の置かれる場所は、小樽市の水道の６割を担う豊倉浄水場に流れ込む、エゾ松沢川に流出してしまう地形にある為
長期間にわたり毒物混入の危険を免れることが出来ません

鉄道運輸機構によれば、工事終了後２年間は水質管理を行うが、その後は土地所有者の管轄となるという回答でした。
盛り土が置かれる区域は民間の土地であり、浸み出した有害物質によって水質が汚染されたら
いったい誰が責任を負うのでしょうか？
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